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各委員会員の選定
第15次蘇州市総工会業務考察訪日団の受入れへ
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る。」と挨拶した。
　はじめに、組織事情による理事、監事
の交代を承認したうえ、本年度の各種団
体役員の就任、各委員会の選任を確認し
たのに続き、蘇州市総工会第 15 次訪日団
の受入れと歓迎行事について決定したほ
か、フレンドパーク石川の空調設備、照
明設備及び屋上等防水にかかる工事発注
について三役一任で作業を進めることを

決定した。
　報告では、各事業団体及び地域ライフ・サポー
トセンターの総会開催状況、「子育て支援事業」
の会員登録・補助金支払状況や「福祉なんでも
相談窓口」「ジョブいしかわ」の相談受付状況に
続き、中部ブロック会館協議会定期総会、珠洲
労働会館の解散、各会員団体及びフレンドパー
ク石川の状況報告について、それぞれ報告・了
承した。

＜労福協人事委員会＞
委員長　西田　満明� 労福協理事長、連合石川会長
委　員　柚木　　光� 労福協副理事長、北陸労金石川県本部長
委　員　光林　邦彦� 労福協副理事長、全労済石川県本部長
委　員　湊口　洋伸� 労福協理事、連合石川事務局長
委　員　天満　信夫� 労福協理事、連合石川副会長
委　員　野村　昇司� 労福協理事、連合石川副会長
委　員　中川　　博� 労 福 協 専 務 理 事
＜福祉基金管理委員会＞
委員長　西田　満明� 労福協理事長、連合石川会長
委　員　坪口　創太� 石川県商工労働部労働企画課長
委　員　廣田康太郎� 金沢市経済局労働政策課長
委　員　柚木　　光� 労福協副理事長、北陸労金石川県本部長
委　員　光林　邦彦� 労福協副理事長、全労済石川県本部長
委　員　宮下　　亮� 労福協理事、石川労信協理事長

委　員　横山　和男� 労福協理事、石川生協連会長理事
委　員　湊口　洋伸� 労福協理事、連合石川事務局長
委　員　中川　　博� 労 福 協 専 務 理 事
事務局　上野　貞彦� 労 福 協 事 務 局 長
<事業団体連絡会議＞
委　員　溝田　　勝� 労福協理事、北陸労金石川県本部副本部長
委　員　後本　康裕� 労福協理事、全労済石川県本部専務執行役員
委　員　久冨　象二� 石 川 労 信 協 専 務 理 事
委　員　青海万里子� 石 川 生 協 連 専 務 理 事
委　員　中野　俊一� 勤 体 協 事 務 局 長
委　員　島﨑　靖夫� 労福協理事、勤文協事務局長
委　員　宅本　門示� 労福協理事、さわやかU事務局長
委　員　中川　　博� 労 福 協 専 務 理 事
事務局　上野　貞彦� 労 福 協 事 務 局 長

各委員会の構成

　労福協は、７月 20 日（水）フレンドパーク石
川において第５回理事会を理事監事 15 名の出
席で開催した。
　西田満明理事長が「第 55 回通常総会を終え、
いよいよ本格的な活動へとシフトチェンジと
なった。中央労福協を中心として改善を求める
奨学金制度については、与党も重い腰を上げて
きたがその内容は十分なものとは言えず、今後
も継続してこの問題に係わっていく必要があ

ー 第5回理事会 ー
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（７月 25 日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

7月25日 月 労信協 理事会 フレンドパーク石川

29日 金 石川県勤労者共済生協第 61 回通常総代会、全労済石川第７回代表者会議 労済会館

8月  3日 水 中部労福協 第４回理念・歴史・リーダー養成講座（～４日） 大阪市

15日 月 ＝フレンドパーク石川（貸会議室）休業＝ フレンドパーク石川

9月  1日 木 中部労福協 第２回幹事会（～２日） 富山市

7日 水 中央労福協 第２回地方労福協会議 札幌市

  8日 木 中央労福協 全国研究集会（～９日） 　〃

11日 日 メーデー協賛 第 22 回囲碁将棋大会 フレンドパーク石川

12日 月 中部会館協 平成 28 年度第１回幹事会 横浜市

〃　 〃 全国会館協 2016 年度定期総会（～ 13 日） 　〃

13日 火 メーデー協賛 第 16 回グラウンドゴルフ大会（予備日 14 日） 大和町広場

21日 水 メーデー協賛 第 27 回ふれあいチャリティゴルフコンペ 小松市

27日 火 第 14 回福祉グラウンドゴルフ中央大会（予備日 30 日） 大和町広場

これからの行事予定

福祉グラウンド・ゴルフ中央大会実行委員会開催

　石川労福協とライフサポートセンターは、７
月 21 日（木）フレンドパーク石川において「第
14 回福祉グラウンド・ゴルフ中央大会実行委
員会」を開催した。
　金沢市グラウンド・ゴルフ協会、県障害者ス
ポーツ協会、北陸労働金庫石川県本部と労福協・
LSCから８名が出席し、大会の開催日程や開催

要項を前年の大会運営状況を踏まえ今大会の開
催実施に向けた具体的な取組みを協議決定した。
　委員からは、「運営は昨年大会と同様にスムー
ズな進行に向けて既に会場手配はほぼ終えてお
り、後は当日の天候次第である。また、今年も
施錠した車の車上狙いが横行している。」と発言
があり、参加者には特に貴重品管理は厳重にお
願いすることを確認した。
　なお、今年は、金沢市大和町の「金沢市民芸
術村　大和町広場」において、９月 27 日（火）午
前９時に、地域 LSC と県障害者スポーツ協会
からそれぞれ選抜された計 270 名の選手の参加
で開催することとなった。
　参加選手の温かいふれあいと熱い戦いを期待
する。

労福協・LSC　事務局次長　長山　良治

第14回福祉グラウンド・ゴルフ中央大会
主　　　催：労福協、ライフ・サポートセンター
共　　　催：北陸労働金庫石川県本部、全労済石川

県本部、石川県障害者スポーツ協会
後　　　援：金沢市グラウンド・ゴルフ協会、
　　　　　　北國新聞社
日　　　時：2016 年９月27 日（火）午前９時開会
　　　　　　午前８時 30 分受付開始（少雨決行）
会　　　場：金沢市大和町
　　　　　　「金沢市民芸術村『大和町広場』」
参加エントリー：2016 年９月15 日（木）午後５時締切
エントリー対象者：地域ライフ・サポートセンターが主催

する地域予選会等により地域毎に選
抜された方計 240 名、及び石川県障
害者スポーツ協会の選抜選手 30 名

参　加　費：500 円 / 人
連　絡　先：労福協ライフ・サポートセンター
　　　　　　電話（076）234－0010
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ろうふく“むすび”ネット

2016 年度事業団体・地方労福協会議

　労福協は、「恋をみつけてランチパーティー
2016 Summer」を７月 23 日（土）野々市市三納
の「プリマベーラ」で開催した。
　今回の行事に応募した合計 63 名から抽選さ
れた男女各 20 名が参加し、1 対 1 のトークか
らはじめ、女性が気になる、もう少し話をして
みたい相手と会話を深める中間マッチングを
行ったほか、ビュッフェでのランチを楽しみな
がら更に交流を深めた後、最後にマッチング
シートに意中の方の番号を記して提出へと行事
が進んだ。
　最後に、主催者よりマッチングシートによる
カップリングが発表され、４組のカップルが誕

　中央労福協は、７月 12 日（火）から 13 日（水）
まで東京都内において、2016 年度事業団体・
地方労福協会議を開催した。
　この会議は、中央労福協に加盟する事業団体
と中央・地方労福協が連携し、これからの運動
に向けた意思一致を図るため開催されている。
　はじめに、神津里季生中央労福協会長は、「生
活底上げ・福祉強化キャンペーンとして、この
間、格差・貧困社会の是正などに取り組んでき
た。とりわけ奨学金問題については、全国か
ら 300 万筆を超える署名を集め世論喚起ができ
たことは、大きな成果である。引き続き、2016
生活底上げ・福祉強化キャンペーンの実施や奨
学金問題の取り組みを進めるため、一層のご協
力を賜りたい。」と挨拶された。
　特別報告として、熊本県労福協の上田理事長
から本年 4月 14 日から 16 日に発生した熊本地
震において、中央労福協からのお見舞いや激励
に対する感謝が述べられた。また、全国から沢

生した。誕生したカップルが交際を進め見事結
婚となることを期待する。今回行事に参加でき
なかった方、残念ながら今回お相手が見つから
なかった方には、次回の募集に応募されること
を期待する。

山の励ましや多くのボランティア活動などに支
えられ、前向きに動き出している現状の報告が
あった。
　その後、中央労福協からこの間の課題に対す
る活動報告として、奨学金制度の改善に向けた
取り組み等の報告に続き、地方労福協 5ブロッ
クから活動状況が報告された。
　さらに、今後の活動として① 2016 生活底上
げ・福祉強化キャンペーンの取り組みを連合の
「クラシノソコアゲ応援団」と連携し本年 10 月
～ 11 月に実施する。昨年度の奨学金問題の対
応を踏まえ、社会的に広がりのある運動を行う
など、さらに世論喚起が図られるよう、労働運
動、労働者福祉運動が一体となった取り組みを
展開していく。②奨学金制度の改善については、
参議院選挙で与野党が取り上げて焦点化には成
功したが、具体的な議論は未だに深まっていな
い。また、骨太方針 2016 に給付型奨学金創設
の検討が盛り込まれ制度設計の検討は開始され
た。しかし、会議や資料は非公開であり情報公
開も含め国民に開かれた議論とすることが必要
である。今後は、より良い制度の実現に向けた
取り組みを進めていくなどの提起があった。
　石川労福協も、中央労福協・連合などと連携
し、生活の向上と福祉の充実をめざして取り組
みを進めていく。

労福協　専務理事　中川　博
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北陸労働金庫第15回通常総会

　６月 27 日（月）石川県立音楽堂において、北
陸労働金庫第 15 回通常総会が代議員 240 名出
席のもと開催された。
　中西吉明石川県副知事、尾谷康弘連合富山会
長からの祝辞のあと、石川県の連合会長、北陸
三県の労福協代表が来賓として紹介された。
　馬場修一理事長は、「2015 年度の北陸労働金
庫では、『改革と協働』を実現するため、北陸労
働金庫が克服しなければならない課題として
「ガバナンス強化の構築」、「ろうきん運動の強
化、事業体としての業容拡大」、「ゆるぎない経
営基盤の確立」、「インフラの整備、利便性の向
上に向けた取組み」、「会員の皆様方から信頼を
いただくための取組み」の５つを挙げ事業運営
を行って参りました。今後は、労働者の生活を
守る金融機関の役割を果たすべく、会員・組合
員はもとより、地域勤労者の皆様にも今まで以
上に利用を拡大していくための取組みを行って
参ります。
　2015 年度事業概況については、計数計画目

標を預金・融資ともに達成する事が出
来ました。預金については残高増加目
標 90 億円のところ 129 億 69 百万円の
増加。融資については、新規実行額目
標 500 億円のところ 508 億 32 百万円
の新規実行となりました。さらに、融
資期末残高は、期首比 13 億 68 百万円
の増加となり、２年振りの増加となり
ました。
　金融機関の経営環境が厳しさを増
すなかで、どのような経済・金融環境
にあっても、労働金庫は「働く人たち

が、働く人たちを、そしてその家族の生活を自
らの手で守り、未来を支え、幸せを育む福祉金
融機関」として 20 年後も 30 年後も存在し、成
長し続けなければなりません。
　2016 年度は、第５期中期計画の最終年度と
して、役職員が全精力を挙げて各種課題に取り
組んで参りますので、ご参集の皆様には、より
一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。」と挨拶があった。
　続いて、2015 年度の当期純利益が５億 50
百万円となった業務報告があり、議案では、年
４％を配当とする余剰金処分案、2016 年度計
数計画による、預金増加目標額 90 億円と融資
新規実行額目標 560 億円の重点取組み施策、役
員補充選任の件等が提案され全ての議案が承認
された。
　最後に、「良質な金融商品・サービスを提供し、
会員・地域勤労者の生活を守り、向上させる取
り組みを実践しよう！」等の総会スローガンが
採択され閉会した。
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全国会館協議会第３回幹事会
　全国会館協議会は、2015 年度第３回の幹事
会を広島県福山市の福山労働会館「みやび」にお
いて、役員全員出席で開催した。
　会議では、主に９月に開催する第 46 回定期
総会においての議案と総会後の役職員研修会の
運営について協議を行った。
　今年度の幹事会で検討を進めてきた財政難か
らくる「会費の引き上げ是非」について、協議会

は存続すべしとの会員の総意を基に、存続のた
めに必要な費用を経費削減と合わせ試算し、こ
れに応じた会費の額をシュミレーションし決定
した。さらに、会員であることのメリットを見
出せる取組みとなるよう役職員研修会の内容を
協議検討し総会開催への準備を整えた。
　なお、第 46 回定期総会・役職員研修会は、
９月 12 日（月）～ 13 日（火）にワークピア横浜で
の開催となる。

2016 能登島ロードレース
　７月３日（日）七尾市能登島で「ひょっこりの
とじま・2016 能登島ロードレース大会」が、地
元をはじめとした多くのボランティアの協力に
より開催された。
　生憎の強い
雨模様で大会
開催が心配さ
れたが、スター
ト時には上が
り、全国 32 都
道府県から最
多となる 2,139
名の選手が参加し、ハーフマラソン、10 ㎞の
コースに分かれ、計８部門でそれぞれ日頃のト
レーニング成果を発揮した。

７月３日・七尾市能登島特設コース
　▷１部（10 ㎞男子 18 ～ 49 歳）
　　①山吹　昌寛（能美市）33 分７秒
　　②奥本　　航（富山市）35 分 19 秒
　　③井久保雅徳（金沢市）36 分 9 秒
　▷２部（10 ㎞女子 18 ～ 49 歳）
　　①岡本るみ子（金沢市）42 分 50 秒
　　②福田和歌子（金沢市）44 分 19 秒
　　③塗師　千雅（金沢市）44 分 26 秒
　▷３部（10 ㎞男子 50 歳以上）
　　①内田　武史（大阪府）37 分 40 秒
　　②佐々木武治（金沢市）39 分 53 秒
　　③米谷　　誠（金沢市）39 分 57 秒
　▷４部（10 ㎞女子 50 歳時以上）
　　①福田恵美子（富山市）44 分 ６ 秒

≪ソフトボール小松大会≫
６月 26日・小松市のスカイパ－クこまつ翼
　①黒龍軒　②居酒屋新

≪ソフトボール七尾大会≫
７月 24日・七尾市二枚田グラウンド
　①七尾壮年　②七尾海陸運送

≪バスケットボール大会≫
７月 10日・津幡運動公園体育館
　① SHIMADAIRONWORKS　② Spirytus

７月 24日・白山市若宮公園体育館
◇男子２組　①BOSS　②キョウヘイズ
◇女子１組　①ルーザズ　②CHOCOLATS

勤　体　協

第49回勤労者夏季大会

　　②井床　善絵（兵庫県）44 分 35 秒
　　③前沢　京子（富山市）47 分 10 秒
　▷５部（ハーフ男子 18 ～ 49 歳）
　　①一花　　建（七尾市）１時間 12 分 39 秒
　　②岩山　海渡（東京都）１時間 13 分 21 秒
　　③鈴木　聖夫（愛知県）１時間 14 分 29 秒
　▷６部（ハーフ女子 18 ～ 49 歳）
　　①滝澤　恵美（長野県）１時間 28 分 48 秒
　　②湊　由美子（高岡市）１時間 35 分 28 秒
　　③宮脇　朝美（砺波市）１時間 44 分 １ 秒
　▷７部（ハーフ男子 50 歳以上）
　　①木下　孝浩（富山市）１時間 27 分 10 秒
　　②西出　勝利（加賀市）１時間 29 分 ３ 秒
　　③星野　　稔（千葉県）１時間 30 分 45 秒
　▷８部（ハーフ女子 50 歳以上）
　　①西野　直美（南砺市）１時間 45 分 50 秒
　　②船屋志保子（黒部市）１時間 50 分 36 秒
　　③齊藤　容子（滋賀県）１時間 53 分 50 秒
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